









るため，風向 ・ 風速 · 気温・視程 ・積雪深等の 気
象要素を観測するととも に，改良した スノー パー










究の中間報告を発表 し，参加者約40 0 人は熱心に
耳を傾 けていた。
一方，降雪の予測技術を 開発するた めには，そ










く本 号 の 主 な ニ ュ ー ス＞
く 2 面＞ 地球科学国際シ ン ポジウム
く 2 面＞ 伊豆大島でマグマを探る
く 2 面＞ 12 · 1月の降積雪
く3 面＞
く 3 面＞




出羽山地あるいは雄物 川低地を経て ， 横手盆地に
至る降雪エコー の移動 ・変質について ，1月2 0 日





当センタ ー では ，松代群発地震の際 ， 地震の巣
の直上近くに達 するボーリン グを行い，各種の検
層等の観測を行 った。今回，この経験を 踏まえて ，
栃木 ・群馬両県境 付近に起こる ，群発地震の震源
域のごく近くまで ボーリングを行い，地震の巣近
くで ，現在進行 している地殻活動 を観測 しようと
いう画期的研 究が，昭和63年度から 5 カ年計画で
スター トする。
ボーリングの深さは，最終的には 2 , 000 mを予
定 しており ，昭和63年度は栃木 県足尾町において ，
深度 500m の測定井を掘削 し，孔内におい て①水
圧破壊法による地殻 応力測定及び間隙水圧の測定
②岩石種類，岩石物性，亀裂分布等の各種 検層及
び物理探査による地震波の 伝播 ・散乱 ・減衰等の
調査③間隙水圧，微小破壊音 を測定するための 観
測装置を 開発し，それによる試験観測を行 う。
第2 年度 以降，毎年 500m ずつ測定井を掘り下
げていき，昭和66年度には ，2 , 000 mの 測定井を
完成 し ，観測を行 う計画である。






アムー ル川河口付近の海域で発生 した流氷は ，
例年北西の季 節風に運ばれて ，1月 中旬頃北海道






風の応力を直 接測定 し ，氷海域の変動 特性の過程
を明らかにする。 昨年に引続き，紋別市を中心と
する オホー ツク海沿岸で，2月 13日から3月 1 日
の間 ，観測研究を行 う。今年は ，流氷の南下がお
くれ ，2月上旬になっても ，オホー ツク海沿岸に
流氷は達 していないが，季節風の強まりとと もに，
間もなく結氷するも のと思われる。






鉄筋コンクリ ー ト造の原 子炉建屋壁の耐震性能
に関する基礎資料を得る目的で ， 鹿島建設技術研
究所からの受託研究 を， 1月16月から 2月 20 日ま
での予定で実施 している。
なお，この実験が終 了すると ，大型耐震実験装













的理解を深める ことは，防災 ・環境問題の解決 に
とって重要な課題であるとともに ， 国際協力によ
る取り組みが 不可欠である。 このため，科学技術
庁 ・宇宙開発事業団 • 海洋科学技術 センタ ー の共
催により，下記のスケ ジュー ルにより，地球科学
国際シンポジウムが開催される。
1 . 日時 昭和63年 3月24日 ，25日 2 . 場 所
経団連会館 ホー ル（東京都千代田区大手町1-9 -4 )
3 . 参加費 無料 4 . プログラム
3月24日 （木） 9 : 30- 17 : 20 
開会あいさつ ：伊藤科学技術庁長官 ， 基調講演 ：
奈須放送大学教 授，講演 ：Session 1 （各国の地
球科学の取り組み状況 ・将来展望）① 日本におけ
る取り組みの概 要 川崎研 究開発局長 ②気象庁
における地球規模の 自然現象に関する研 究及び関
連する技術 開発の現状と展望 岡村気象研究所所
長 ③ ァー スシステムサ イ エンス ： 総合的アプロ
ー チ F . ブレザー ド （米国 ：アー スシステムサ
イエンスコ ミッテ ィー 議長 ）④地球科学に関する
オー ストラ リ アの活動及びプロ ジェクト A . マ
クエバ ン（豪州連邦科学 ・産業研究機構海洋学部
長）⑤フランスにおける取り組み A . ベロ ワー
ル（仏 ：国立科学研究センタ ー 地球 ・ 海洋 ・大気
• 宇宙科学局長） ⑥中国における取り組み チン
ユン ・シャン（中国科学院青島海洋研究所長）
Sess ion 2 （国際共同研究）①熱帯海洋及び全
球大気変動国際共同研究計画 (T OGA) の現状と
将来展望 P .  ウ ェブスター （米国 ：ペンシルバ
ニア州立大学教授 ）②世界海洋循環実験計画(WO
CE )の準 備状況 永田 豊東京大学教授
3月25日（金） 9 : 30�16 : 30
③ 国際 リ‘ノスフェア探査開発計画 ( DELP ) の現
状と将来の展望 河野 長東京 工業大学教授
④ ジオスフェア ・バ イ オスフェア国際プログラム
( IGBP ) ：グローバル変動研究 T. ロスウ ォー ル
（スエ ー デン王 立科学 アカデミ ー教授） Sess ion
3 （支援技術）①日 本の地球観測計画 五代富文
宇宙開発事業団 計画管理部長 ②米国の地球観測
計画 S. ティルフォー ド (NA SA 宇宙科学応用
局地球科学応用部長） ③欧州宇宙機関の地球観測
活動 B. フ ァ イ ファー (E SA地 観測局地球観
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測プログラム部長） ④日 本における海洋観測技術





結果から ，カルデラ北西の地下数 キロメー トルの
所に ，マグマ溜りの存 在が推定されている。 マグ
マ溜りの動向は ， 火山活動の 今後の予測を行う上
で非常に重 要である。
科学技術庁では ，マグマ溜りの動向に関するデ
ー タを得るため ，科学技術振興調整費 による緊急
研究を実施する こととなった。当センタ ー は，こ
の研 究の中で ，マグマ溜りの位置とその 付近の地
下構造を解明するため ， 元町 一 動物公 園付近を
結ぶ約9 キロメー トルの測線に沿 って，バ イ ブロ








0 5 km 
人工地霙探査の測定
1 2  • 1 月の降積雪
今年は暖 冬で，昨年に引続き寡雪傾向。雪が降
っても連続して多 く降る ことはなく，積雪深は平
年値の約2 分の 1 （次頁参照）。
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昨年12月1 7日に発生した 千葉県東方沖地震 (M
6. 7 )の活発な余震活動が継続しており ，1月 16日
20時42 分には深さ34 km, M5. 0の余震が発生した。
一方，茨城県北部沿岸地域には 1月26日 15 時59分
に深さ82 km, M4 . 6及び 1月3 0日06時18 分に深さ51




19 88. 2. 27 - 3. 29 R. R imk ing, R. 
Suwanwerakamt orn (タ イ国科学技術 エネルギー
省国立科学院リ ホー トセンシング部研 究官） （昭
和62年度科学技術振興調整費 総合研究による外国
人研究者招へい）。
当所とタ イ国の間で実施している共同 研究 「ア
セア ン諸国とのリ モー トセンシ ング技術の高度化




1月 28日 NH K新 潟 にいがた 8 スペシャル
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